【エンジニアリング業】
職種：建　設　　職務：工事管理

【概要】

　　建設工事の実効推進にあたる施工管理として、工事工程計画の作成、下請業者の選定、建設コスト管理、契約管理、労務管理、建機資材管理、下請業者官営、安全衛生管理、現場品質管理などを行う仕事。

【仕事の内容】

　　建設活動はその機能に応じて「工事プロポーザル」「工事管理」「工事技術サポート」の３職務に区分される。工事管理の対象となる業務は、工事工程計画作成、下請業者選定、建設コスト管理、契約管理、労務管理、建機資材管理、下請業者官営、安全衛生管理、現場品質管理などがある。

いずれの項目においても、作業実績を計画値と対比し、差異が生じているものについては速やかに是正するとともに、それがプロジェクト全体に及ぼす影響を検討する。現状のままでは悪影響が大きいと判断されるものについては原因を除去し、是正措置の実施後はその成果を再度検証し、再発防止の対策を講じる仕事。

　

（1） 【求められる知識・経験】

（2） 工事管理の仕事を行うための学歴要件や必要最低経験年数はない。ただし、多くの場合、大学もしくは大学院または高等工業専門学校等において、建築・建設・土木工学等のエンジニアリングの基礎を十分に身につけていることが望まれる。また、経験者募集の場合には、一定の実務経験（実績）が要求される。

（3） 社内外関係者と円滑に意思疎通しながら様々な業務をコーディネートすることが求められるため、コミュニケーション力、折衝・交渉力、対人関係能力が必要となる。

【関連する資格・検定等】

· 建築士　〔財団法人 建築技術教育普及センター〕

· １級建築施工管理技士　〔財団法人 建設業振興基金試験研修本部〕

· 技術士（建設部門）　〔社団法人 日本技術士会技術士試験センター〕

· ISO9000、ISO14000主任審査員　〔財団法人 日本適合性認定協会〕

　・溶接管理技術者（特別級・１級・２級）　〔社団法人 日本溶接協会〕

· コンクリート主任技士　〔社団法人 日本コンクリート工学協会〕　
· ＣＦＴ造施工管理技術者　〔社団法人 新都市ハウジング協会〕
· 監理技術者　〔財団法人 建設業技術者センター〕
など
【労働省職業分類（小分類）との対応】

　　０５１　建築技術者　　０５２土木技術者

